
本年度、松濤中学校では、全校で SDGs（持

続可能な開発目標）の課題に取り組んでいま

す。SDGs（持続可能な開発目標）とは、2015

年国連サミットで定められた国際目標です。

2030年までに全世界が協力して達成すべき 17

の目標です。 

現在、さまざまな課題が世界中に存在しま

す。それぞれの国が努力するだけでは、これら

の課題を解決することができません。そこで、

国連が提唱し、この目標を定めました。すぐに

取り組まなければ、地球全体の未来が危うい

という危機感から定められたものです。この

ように話が大きくなると、個人が取り組むに

は手に余ると感じてしまうかもしれません。

しかし、重要なのは、個人の意識改革と日々の

行動の積み重ねです。自分は、SDGs達成のた

めに、日々どのようなことができるのか、考え

実行することが大切です。 

松濤中学校の教育目標は、「世界へ松濤中生」

です。本校の生徒には、グローバル社会に貢献

する人材となって世界を相手に活躍してほし

いと考えています。そのために、中学生の時か

ら、世界の課題について考えてほしいと思っ

ています。今、コロナ禍によって、世界が分断

されています。この状況下で、世界とつながる

武器は、ICT、オンラインです。また、英語教

育重点校として培ってきた英語力が大きなア

ドバンテージとなります。英語力とタブレッ

トを活用して、世界とつながり、世界の課題に

取り組んでいきましょう。 

 実際の取り組みを紹介します。1 年生は、

SDGsに取り組む前段階として、「グローバル・コ

ミュニケーション教室」を行いました。ブリヂス

トンと NPO 法人の方に講師をお願いし、オン

ラインで外国の方とのコミュニケーションの

取り方について学びました。2 年生では、「ア

ートマイル国際協働学習」（文部科学省、外務省

後援）に参加し、リトアニアの生徒とオンライ

ン会議をします。会議では、コロナ禍や SDGs

について話し合います。話し合った内容をま

とめて壁画を共同制作します。3年生は、オン

ラインで中央大学の大学生とつながり、自分

たちで考えた SDGs の課題を解決する方法を

プレゼンテーションし、改善点等を指摘して

もらいました。今後は、さらに改善して「SDGs

探求アワード」にエントリーする予定です。 

これからも「SDGs×English×ICT」を合言葉

に学習していきましょう。 
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